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1．研究背景・目的

広島市の都心部は周りを山々に囲まれ、三角州からな

る地形であり、他都市と比べると平坦部分の占める割合が

少ない。そのため、郊外部は山々を切り開いた斜面住宅

地が多く存在している。斜面住宅地の公共交通は鉄道

のような大量輸送交通が成立しにくく、路線バスなど

の中小規模の輸送交通で賄われている。その中でも広

島市安佐南区では JR 可部線、アストラムライン、複

数のバス会社が存在する。他の地区に比べ複数の公共

交通機関が存在し交通環境に恵まれているように感じ

られる。 
しかし、住民にとってさまざまな交通機関がそろっ

ている事は本当に良い交通環境といえるのであろうか。

交通網の分布の違いにより、最寄りの駅やバス停まで

の距離が長く不便な場所もあるはずである。さらに住

民は、最寄駅までの時間や距離以上に交通を行う際の

交通手段、料金、時間を重視することが多い。そこで

本研究では、中小規模の公共交通の利便性が適切かど

うかを客観的に示す事を目的とする。現在の広島市安

佐南区におけるの公共交通機関の利便性を、一般化時

間と「Arc View GIS」によって評価し、示す事を研究

目的とする。 

 

2．評価方法 

2－1 検証条件 

○ 広島市安佐南区内の仮想の自宅を出発点とする。 

○ 移動に伴って想定される移動に伴って想定される

終点を、紙屋町交差点を中心とする半径 200m の

区域とする。 

○ 対象時間を平日の 7 時台を対象とする。 

○ 出発点から最寄りの公共交通機関への交通形態は

徒歩とする。 

○ 徒歩は毎分 80m で移動すると仮定する。 

2－2 一般化時間 

公共交通機関の利便性を定量的に評価する手法とし

て、交通手段選択モデルの一般化時間モデルを用いた。

一般化時間とは、各交通形態別の所要時間・待ち時間・

乗り換え回数・運賃など、移動で生じる負担感を一つ

の指標に換算し示すことができる。値が小さいほど利

便性が良いことを表す。 

 
2－3 一般化時間の算出 

 

図－1 主な作業の流れ 

 

主な作業の流れは図－1 のようになる。GIS ソフト

により、出発点から公共交通機関までの移動距離を検

出し、一般化時間に換算する。 
次に公共交通機関の一般化時間の解析はホームペー

ジで取得した時刻表・料金表を元とし公共交通の一般

化時間に換算する。時刻表・料金表は路線ごとに表記

されており、一般化時間は路線ごとに計算する。 
 
2－4 GIS ソフトへのデータ抽出 

人は移動する際に最も負担のかからない手段を選ぶ



 

と仮定する。各出発点と各出発点からから目的地まで

の複数のルートに一般化時間が与えられ、最小値をと

る。例えば表－1 のように、出発点（A、B、C）とル

ート（1、2、3、4）が存在しているとする。この中で

A 点ではルート 1 を利用する事が最も負担のかからな

い手段となる。このように一般化時間の最小値を抽出

し、出発点に高さデータとして与えた。 

 

表－1 一般時間の最小値 

出発点 
ルート

1 
ルート

2 
ルート

3 
ルート

4 
最小値

A 150 160 180 180 150
B 160 180 190 140 140
C 170 190 150 160 150

 
3．検証結果 

図－2 は広島市安佐南区における「利便性マップ」

である。バス停、電停、鉄道、道路の地図に一般化時

間の高さデータがのっている。全体的に見て分かるこ

とは軌道路線沿い利便性が良い事がわかる。そして、

都心部から郊外部に離れるにつれ公共交通の利便性が

低下していることが分かる。 

4．考察・今後の課題 

一般化時間は任意の点における値でしか表示できな

い。しかし、高さデータとして GIS に取り込むことに

より視覚的に表現することができた。地図の南東部で

は、アストラムラインと JR 可部線が並走するため比

較的利便性が良い。地図西部では都心部から遠く、都

心部へ向かうにはバスからの乗り換えが必要となるた

め利便性は比較的良くない。 
今後の課題は一般化時間の精度を上げるために多く

の意識調査をもとにした等価時間係数の算出をおこな

う。また、交通形態の交通時間は時刻表より求めたも

のなので、実測値に近い値を求める必要がある。作業

について考えると、エクセルや GIS ソフトによる解析

の自動化をして作業時間を短縮させることが、大きな

課題となる。さらに検証地域を拡大させ比較する事も

必要となり、検証地域の拡大が進めば、どの程度の利

便性なら使いやすいのかなど、判別が可能となる。 
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図－2 広島市安佐南区の利便性マップ 
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